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7月12日から9月6日の期間で「我が家のアイデア朝ごはん」を募集したところ、306作品の応募があり、そ

の中から書類選考で選ばれた5作品により、10月14日に赤穂すこやかセンターで2次審査を行いました。

完成した朝ごはんは、たっぷり野菜が摂れる簡単春巻きやモロヘイヤのとろみを生かしたキーマカレー、

火を使わない簡単オムレツやトマトスープ、サバの味噌煮缶をアレンジした丼などアイデアあふれる作品ば

かりでした。

審査は「朝食にふさわしい手軽さ等の献立内容」「包丁の使い方等の調理作業」「彩り等の出来上がり」「朝ご

はんに込められた思い」を基準に審査員が厳正に行い、受賞者を決定、表彰しました。

問保健センター　☎４６・８７０１

ＦＡＸ４６・８７０５

「ピザ風春巻き
苦手な野菜をたっぷり食べよう‼」

赤相栄養士会長賞

赤穂市いずみ会長賞

平田調理専門学校長賞

健康福祉部長賞

▲  受賞作品の詳し

いレシピは左の

QR コードから

ご覧ください。

キ
ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

キ
ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

問
こ
ど
も
育
成
課　

☎
43
・
７
０
６
５

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

令
和
元
年
度
第
３
期（
12
〜
２
月
）参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
実
施
保
育
所

御
崎
・
坂
越
・
有
年
保
育
所

●
対
象
者

平
成
29
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
幼
児
と
そ
の
親　

各
30
組

●
活
動
日
時

月
３
回　

午
前
10
時
〜
11
時

●
参
加
料

月
額
１
，
０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法

11
月
21
日（
木
）午
前
10
時
30
分
ま
で

に
、
希
望
す
る
保
育
所
に
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

御
崎
保
育
所
☎
／
ＦＡＡ
42
・
３
３
３
８

坂
越
保
育
所
☎
／
ＦＡＡ
48
・
８
４
５
８

有
年
保
育
所
☎
／
ＦＡＡ
49
・
２
２
９
７

口
の
中
に
で
き
る
病
気
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
の
よ
う

に
歯
や
歯
の
周
り
に
で
き
る
病
気
の
ほ

か
に
、
舌
や
頬
な
ど
の
粘
膜
に
で
き
る

病
気
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
注

意
を
必
要
と
す
る
の
が
「
口
腔
（
こ
う
く

う
）
が
ん
」
で
す
。

　
口
腔
が
ん
と
は
？

口
腔
が
ん
は
、
主
に
口
腔
の
粘
膜
に

で
き
る
「
が
ん
」
で
す
。
舌
、
口
底
（
舌
の

下
）
、
歯
肉
、
頬
粘
膜
、
硬
口
蓋
（
上
あ

ご
）
に
で
き
ま
す
。
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

胃
が
ん
に
比
べ
る
と
頻
度
は
低
く
、
全

が
ん
の
１
～
２
％
の
頻
度
で
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
が
ん
の
症
状
は
？

粘
膜
に
し
こ
り
が
あ
る
、
粘
膜
に
白

色
や
赤
色
の
ま
だ
ら
模
様
が
あ
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
口
腔

が
ん
の
中
で
最
も
多
い
舌
が
ん
で
は
、

歯
に
当
た
り
や
す
い
舌
の
横
の
面
に
で

き
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

口
の
中
は
自
分
の
目
で
見
て
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
気
が
付

き
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
口
腔
が
ん
の
初
期
の
症
状
に
は
痛

み
が
な
い
た
め
に
見
過
ご
し
て
し
ま
っ

た
り
、
し
こ
り
を
口
内
炎
だ
と
思
っ
て

放
置
し
て
お
い
た
り
す
る
か
ら
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
口
の
中
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
傷

が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

口
腔
が
ん
の
原
因
は
？

た
ば
こ
、
お
酒
、
と
が
っ
て
い
る
歯

や
合
っ
て
い
な
い
入
れ
歯
、
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
な
ど
が
口
腔
が
ん
の
原
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

禁
煙
を
す
る
、
歯
科
医
院
で
と
が
っ
て

い
る
歯
を
丸
め
た
り
、
入
れ
歯
の
調
整

を
し
て
も
ら
う
、
口
の
中
を
清
潔
に
す

る
こ
と
な
ど
が
口
腔
が
ん
の
予
防
と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
定
期
的
に
歯
科
医

院
で
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

赤
穂
中
央
病
院　

歯
科
口
腔
外
科　

吉
田
祥
子

成
人
歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

市
で
は
年
間
を
通
し
て
成
人
歯
科
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
受
診
対
象
者　

40
歳
以
上
の
市
民

● 

健
診
の
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
問

診
・
口
腔
内
診
査

● 

健
診
料
金　

年
度
に
１
回
無
料（
健
診

の
結
果
、
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
は
、
治
療
の
費
用
は
自
己
負
担
。）

● 

受
診
方
法　

受
診
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
に
成
人
歯
科
健
診
実
施

医
療
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。    

問
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
46
・
８
７
０
１

ＦＡＡ
46
・
８
７
０
５

医療機関名 所在地 電話 医療機関名 所在地 電話

赤井歯科医院 中広 42・2213 シオヤ赤井歯科医院 新田 45・0234

あきた歯科 加里屋 46・0177 清水歯科 加里屋 45・8832

赤穂はくほう会病院 加里屋 45・7281 せんざき歯科医院 元沖町 43・6480

内田歯科医院 加里屋中洲 42・0578 谷野歯科医院 尾崎 42・2131

内田デンタルクリニック 上仮屋北 43・8245 田原歯科医院 山手町 42・1388

加藤歯科医院 坂越 48・8118 茶谷歯科医院 松原町 45・2570

亀井第二歯科医院 加里屋 45・1181 とね歯科クリニック 尾崎 46・3800

川西歯科医院 加里屋 42・2180 中田第２歯科医院 南野中 45・1201

木南歯科医院 大町 42・0558 山根歯科医院 新田 42・0777

米谷歯科医院 加里屋 43・1260

◆成人歯科健診実施医療機関

お
口
の
健
康

　
　
～
口
腔
が
ん
に
つ
い
て
～

坂越小　３年　畑
は た お

尾 妃
ひ さ き

紗希さん

坂越小　１年　　　 菜
な ゆ き

唯希さん

　　　　　　　　　 真
ま よ

代さん

高雄小　４年　桶
おけぐち

口 紗
さ み

未さん

　　　　　　　　　 正
ま さ き

樹さん

「クレオパトラのキーマカレー」

赤穂小　６年　寺
て ら だ

田 きらりさん

　　　　　　　　　 美
み さ と

里さん

「まんまる一口オムレツ」

坂越小　６年　安
や す だ

田 笑
しょうこ

子さん

　　　　　　　　　 真
ま ほ

歩さん

「簡単おいしいトマトスープ」

赤穂小　６年　佐
さ と う

藤 優
ゆ う た

多さん

　　　　　　　　　 かおりさん

「ほうれん草とサバのピリ辛丼」

最優秀賞
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赤
穂
西
中
学
校　

吹
奏
楽
部（
29
名
）

第
69
回
関
西
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

中
学
校
の
部
小
編
成　

金
賞

山や
ま
も
と本　

加か

よ代（
塩
屋
）

第
73
回
日
本
書
芸
院　

三
月
審
査
会

一
科
審
査
会
員 

漢
字
部
門 

史
邑
賞

清し

み

ず水　

ま
み（
塩
屋
）

第
5
回
日
本
美
術
展
覧
会　

書
の
部

入
選　

※
平
成
26
年
よ
り
5
年
連
続

安あ
ん
ど
う藤　

慶け
い
い
ち一（

坂
越
）

　

 

市
美
術
展
市
長
賞
、
議
長
賞
を
は
じ

め
、
数
多
く
入
賞
。
平
成
15
年
か
ら

は
坂
越
公
民
館
の
絵
画
サ
ー
ク
ル

「
坂
越
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の
会
」で
講

師
の
補
助
を
す
る
な
ど
、
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

 

ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
は
赤
穂
美
術

協
会
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
地
域

文
化
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

井い
の
う
え上　

佐さ

よ

こ

代
子（
塩
屋
）

　

 

昭
和
46
年
の
吟
道
摂
南
流
赤
穂
吟
詠

会
入
会
以
来
、
48
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
市
内
外
の
吟
詠
活
動
等
へ
の
参

加
を
は
じ
め
、
昭
和
56
年
に
は
若
竹

支
部
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
後
進
の

指
導
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　

 

ま
た
、
赤
穂
吟
詠
会
副
会
長
を
務
め

る
な
ど
、
地
域
文
化
の
振
興
発
展
に

寄
与
し
て
い
る
。

前ま

え

だ田　

幸ゆ

き

お雄（
高
野
）

　

 

市
美
術
展
市
長
賞
、
議
長
賞
を
受
賞

し
、
国
画
会
の
写
真
部
で
は
福
原
賞

を
受
賞
。
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
を
15

年
間
に
わ
た
り
取
材
し
、
市
内
外
で

写
真
展
を
開
催
し
て
き
た
。

　

 

ま
た
、
写
壇
・
あ
す
な
ろ
に
発
足
当

時
か
ら
所
属
し
、
会
員
の
指
導
に
携

わ
る
な
ど
、
地
域
文
化
の
振
興
発
展

に
寄
与
し
て
い
る
。

中な
か
じ
ま島　

大た

い

が雅（
磯
浜
町
・
関
西
福
祉
大
2
年
）

２
０
１
９
国
際
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
大
会　

第
2
位

千せ
ん
ざ
き﨑　

武た

け

し司（
城
西
町
）

第
41
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会
剣

道
競
技
65
〜
69
歳
個
人
の
部　

優
勝

三み

む

ら村　

天て

ん

か翔（
高
野
・
坂
越
中
2
年
）

第
59
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権

大
会 

中
学
2
年
女
子
組
手 

第
2
位

元
塩
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

　

 （
矢や

の野 
啓け
い
こ子
、
耳み
み
だ田 

ケ
イ
子こ

、
吉よ
し
お
か岡 

惠え

み

こ

美
子
、
小お

ぐ

み

久
見 

イ
ツ
子こ

、
橋は
し
も
と本 

美み

よ代
、

濱は
ま
だ田 

節せ
つ
こ子

）

　

 

第
73
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
兼
国
民
体
育
大
会

公
開
競
技
予
選
会　

団
体
女
子　

優
勝

高た

か

た田　

錬れ
ん（

平
成
町
・
龍
野
高
3
年
）

　

 

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
中
央
決
勝
選
手
権
大
会

男
子
個
人
の
部　

優
勝

林は
や
し
の野　

竜
り
ゅ
う
だ
い
大（
正
保
橋
町
・
赤
穂
東
中
3
年
）

　

 

第
28
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総

合
競
技
大
会
剣
道
競
技　

中
学
生
男

子
個
人
戦
の
部　

優
勝

片か
た
お
か岡　

三み

さ

き咲（
加
里
屋
・
赤
穂
中
2
年
）

　

 

第
28
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総

合
競
技
大
会
剣
道
競
技　

中
学
生
女

子
個
人
戦
の
部　

優
勝

田た

な

か中　

唯ゆ

づ

き月（
鷆
和
・
赤
穂
西
中
3
年
）

　

 

第
41
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣

道
交
歓
大
会
兼
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・
全

国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

予
選　

中
学
女
子
個
人
の
部　

優
勝

中な
か
は
ま濱　

史し
り
ゅ
う笠（

加
里
屋
・
赤
穂
小
2
年
）

　

 

第
28
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総

合
競
技
大
会
剣
道
競
技　

小
学
生
2

年
生
以
下
個
人
戦
の
部　

優
勝

橋は
し
も
と本　

和わ

か

こ

歌
子（
中
浜
町
）

　

 

令
和
元
年
度
兵
庫
県
空
手
道
選
手
権

大
会 

女
子（
45
〜
49
才
）組
手  

優
勝

受
賞
者
決
定

受
賞
者
決
定

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

11
月
３
日
に
文
化
会
館
で
令
和
元
年
度
赤
穂
市
文
化
賞
・
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
と
そ
の
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
学
年
表
示
は
大
会
等
の
開
催
時
に
よ
る
）

2
団
体
31
名
が
受
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
振
興
者
賞

入い
り
し
お潮　

凜り

ん

と都（
元
沖
町
・
天
理
大
1
年
）

　

 

第
59
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権

大
会 

一
般
男
子
ー
67
㎏
組
手
第
5
位

入い
り
し
お潮　

虹こ

と都（
元
沖
町
・
姫
路
南
高
2
年
）

　

 

兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
競

技
交
歓
大
会 

高
校
女
子
組
手 

優
勝

入い
り
し
お潮　

都つ

む

ぎ麦（
元
沖
町
・
赤
穂
東
中
1
年
）

　

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
流
大
会　

中
学
1
年
男
子
組

手 

第
2
位 

三み

む

ら村　

泰た

い

き生（
高
野
・
坂
越
小
6
年
）

　

 

第
59
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権

大
会 

小
学
6
年
男
子
組
手
第
5
位

　

 

兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
競
技

交
歓
大
会 

小
学
6
年
男
子
組
手 

優
勝

籔や
ぶ
し
た下　

夢ゆ

う

と翔（
目
坂
・
高
雄
小
5
年
）

　

 

第
25
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
糸
東
会

関
西
地
区
選
手
権
大
会　

小
学
5
年

男
子
組
手（
上
級
の
部
） 

優
勝

三み

む

ら村　

真ま

お央（
高
野
・
坂
越
小
4
年
）

　

 

第
72
回
兵
庫
県
空
手
道
糸
東
会
選
手

権
大
会 

小
学
4
年
女
子
組
手 

優
勝

満み
つ
も
り森　

結ゆ

き

な

希
奈（
さ
つ
き
町
・
尾
崎
小
3
年
）

　

 

第
59
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権

大
会 

小
学
3
年
女
子
組
手 

第
5
位

舩ふ
な
も
と本　

愛あ

い

こ子（
加
里
屋
・
姫
路
商
業
高
2
年
）

　

 

第
73
回
近
畿
高
等
学
校
選
手
権
水
泳

競
技
大
会 

女
子
50
ｍ
自
由
形 

優
勝

下し
も
わ
き脇　

美み

と都（
片
浜
町
・
赤
穂
高
2
年
）

　

 

２
０
１
９
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫
県
大

会
兼
第
73
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会　

女
子
単
独
演
武
有
段
の
部 

優
勝

松ま
つ
ば
や
し

林　

音ね

ね寧（
加
里
屋
・
赤
穂
中
2
年
）

　

 

２
０
１
９
年
兵
庫
県
中
学
生
少
林
寺

拳
法
大
会
女
子
単
独
演
武
の
部 

優
勝

吉よ
し
か
わ川　

陽
ひ
な
た（

板
屋
町
・
西
脇
工
業
高
3
年
）

　

 

第
63
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会 

第
72
回
兵
庫
県
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
男
子

１
５
０
０
ｍ 

優
勝

小こ
ば
や
し林　

朝あ
さ（

福
浦
・
須
磨
学
園
高
2
年
）

　

 

第
51
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会 

女
子

１
５
０
０
ｍ 

第
3
位

谷た
に　

颯は

や

と人（
加
里
屋
・
赤
穂
高
3
年
）

　

 

第
7
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
抜

大
会 

男
子
３
０
０
０
ｍ
競
歩 

第
6
位

村む
ら
し
た下　

綺あ

や

な菜（
正
保
橋
町
・
赤
穂
東
中
3
年
）

　

 

第
49
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
A
女
子
３
０
０
０
ｍ 

第
4
位

内う

つ

み海　

条じ
ょ
う
じ
ろ
う

治
郎（
真
殿
・
高
雄
小
6
年
）

　

 

第
17
回
兵
庫
県
小
学
生
陸
上
競
技
長

距
離
大
会
6
年
男
子
１
５
０
０
ｍ　

優
勝

中な

か

お尾　

遙は

る

の乃（
東
浜
町
・
御
崎
小
6
年
）

　

 

第
17
回
兵
庫
県
小
学
生
陸
上
競
技
長

距
離
大
会 

6
年
女
子
８
０
０
ｍ 

優
勝

入い
り
し
お潮　

定さ

だ

お夫（
坂
越
）

　

 

赤
穂
空
手
道
少
年
団
お
よ
び
坂
越
空

手
道
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
、
40

余
年
の
永
き
に
わ
た
り
子
ど
も
達
の

指
導
育
成
に
尽
力
し
て
き
た
。
全
国

大
会
出
場
者
や
県
大
会
上
位
の
選
手

を
輩
出
す
る
な
ど
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
銀
賞

ス
ポ
ー
ツ
振
興
者
賞

令
和
元
年
度 

赤
穂
の

警
察
官
賞

　

10
月
28
日
の「
赤
穂
市
地
域
安
全

市
民
大
会
」で
、
市
民
の
安
全
な
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
活
躍
さ
れ
た
２

名
の
警
察
官
に「
赤
穂
の
警
察
官
賞
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
か
ら
赤
穂
警
察
署
に
勤
務

さ
れ
、
駐
在
所
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
係

長
と
し
て
警
察
官
を
指
導
し
、
多
く
の

事
件
を
検
挙
す
る
な
ど
、
市
民
の
安
全

と
安
心
の
確
保
に
努
め
、
地
域
の
治
安

維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
か
ら
赤
穂
警
察
署
に
勤
務

さ
れ
、
道
路
規
制
標
識
等
の
点
検
を
は

じ
め
と
し
た
市
内
の
交
通
規
制
全
般
の

業
務
に
従
事
す
る
な
ど
、
市
民
の
安
全

と
安
心
の
確
保
に
努
め
、
地
域
の
治
安

維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

村
むらかみ

上 明
あきら

 巡査部長 上
うえむら

村 卓
た く じ

二 警部補
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市
で
は
、
思
い
や
り
の
心
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
人
権
意
識

を
高
め
る
た
め
、
作
文
・
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
作
文

５
８
６
編
・
標
語
７
３
５
点
・
ポ
ス
タ
ー

１
２
７
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ま
が
入
賞
さ

れ
12
月
21
日
開
催
の「
人
権
・
男
女
共
同

参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
席
で
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
作
文
の
部

　

最
優
秀
賞

　
　

備び
し
ょ
う生　

遥は
る
き貴（
赤
穂
西
中
３
年
）

　

優
秀
賞

　
　

新に

っ

た田　

栞か

ん

な菜（
赤
穂
小
２
年
）

　
　

川か
わ
は
た畑　

達た

つ

し士（
赤
穂
中
１
年
）

　

優
良
賞

　
　

安や
す
だ田　

笑し
ょ
う
こ子（

坂
越
小
６
年
）

　
　

関せ
き
ぐ
ち口　

真ま

い依（
坂
越
小
５
年
）

　
　

小お

の野　

七な
な
み海（
赤
穂
中
２
年
）

●
標
語
の
部

　

最
優
秀
賞

　
　

生し
ょ
う
ね根　

京き
よ
ま真（
塩
屋
小
４
年
）

　

優
秀
賞

　
　

鵜う
ざ
き﨑　

佐さ

き希（
赤
穂
西
中
３
年
）

　
　

髙た
か
は
ら原　

千ち
さ
と聖（
赤
穂
高
校
２
年
）

　

優
良
賞

　
　

赤あ
か
ま
つ松　

駿は
や
と仁（
御
崎
小
６
年
）

　
　

寺て
ら
さ
か坂　

璃り

お

か

緒
華（
坂
越
小
３
年
）

　
　

宍し
し
ど戸　

大だ
い
き起（

赤
穂
中
１
年
）

●
ポ
ス
タ
ー
の
部

　

最
優
秀
賞

　
　

本も
と
た
に谷　

友ゆ

き

こ

樹
子（
赤
穂
高
校
２
年
）

　

優
秀
賞

　
　

中な
か
も
と本　

晴せ
い
ゆ
う裕（

赤
穂
高
校
２
年
）

　
　

網あ
み
も
と本　

健け
ん
と人（
塩
屋
小
２
年
）

　

優
良
賞

　
　

カ
イ
ラ
ム　

満み

お

り
桜
里（
赤
穂
高
校
１
年
）

　
　

カ
イ
ラ
ム 

ナ
タ
リ
ー
（
尾
崎
小
６
年
）

　
　

寺て
ら
う
ち内　

永と

わ愛（
有
年
中
３
年
）

　

応
募
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
人
権
啓
発
の
場
で
発
表
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ポスターの部
最優秀賞作品

人
権
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
決
定

市
民
対
話
課 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
係　

☎
43
・
６
８
１
８　

ＦＡＡ
43
・
６
８
１
０

令和２年度採用 市職員（事務職・土木職・造園職等）を募集します

～就職氷河期世代の人、注目！！～
●採用日　令和２年４月１日

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

事 務 職 A ２名程度
日本国籍を有する昭和59年4月2日以降に生まれた人（令和2年4月1日における満年
齢が35歳までの人）で、学校教育法による短期大学以上を卒業した人または令和2年
3月卒業見込みの人

事 務 職 Ｂ
（ 就 職 氷 河 期

世代対象）
１名程度

日本国籍を有する昭和49年4月2日から昭和59年4月1日までの間に生まれた人
（令和2年4月1日における満年齢が36歳から45歳までの人）で、学校教育法によ
る高等学校以上を卒業した人

土 木 職 若干名
日本国籍を有する昭和54年4月2日以降に生まれた人（令和2年4月1日における満年
齢が40歳までの人）で、学校教育法による高等学校以上を卒業した人または令和2年
3月卒業見込みの人のうち、土木職に必要な専門知識を有する人

造 園 職 １名程度
日本国籍を有する昭和54年4月2日以降に生まれた人（令和2年4月1日における満年
齢が40歳までの人）で、学校教育法による高等学校以上を卒業した人または令和2年
3月卒業見込みの人のうち、造園職に必要な専門知識を有する人

作 業 員 １名程度
昭和54年4月2日以降に生まれた人（令和2年4月1日における満年齢が40歳までの
人）

もう一度助産師・看護師として働いてみませんか？職場復帰のための研修会

眠っているせっかくの免許証を生かしません

か？あなたの職場復帰をお手伝いします。

再就職に関して不安をお持ちの人を対象に、市民

病院職員が、お話をさせて頂きます。迷っている人、

今すぐ就職できない人も気軽にご参加ください。

● 募集条件　看護師・助産師免許を有し、将来的に

臨床現場への復帰を希望される潜在看護師・助

産師の人（当院への就職が、研修受講の条件では

ありません）

●募集人数　５名程度

●研修日時　12月10日（火）

午前９時30分～午後３時

●研修会場　市民病院４階寺子屋・デイルーム

●ユニフォーム

△  

当院で用意します。（申し込み時に洋服のサイズ

と身長をお知らせください）　

△

髪が長い人は、

まとめるためのピンやゴムをご用意ください。

● ご準備いただくもの　

△

筆記用具　

△

白系の運

動靴（上履き）　

△

昼食（食堂・コンビニもあり

ます。）

● その他　研修日には、未就学児のお子さまをお

預かりすることができます。（申し込みの際に、

お知らせください）　

△

一度研修を受講され、

再度ご希望の人も申し込みしていただけます。

● 申　込　11月19日（火）までに受講申込書に

氏名、住所等を明記し、市民病院までメール、

FAX または電話で申込みください。

※ 受講申込書は、市民病院４階 総務課で配布して

います。

●申込、問い合わせ先

市民病院看護部　教育担当　喜多川

メール　kango1090＠ amh.ako.hyogo.jp

☎４３・３２２２（代）　FAX ４３・０３５１ 職員採用ページ
ＱＲコード

赤穂市民病院

からのお知らせ

●試験日　12月22日（日）、23日（月）
●受付期間　11月１日（金）～ 12月２日（月）
●試験会場　市役所　他
●その他　 詳細は人事課で配布している「試験案内」またはホームページを確認して

ください。
●問い合わせ先　 総務部人事課　☎４３・６８６３　ＦＡＸ４３・６８９２

イ
ノ
シ
シ
出
没
注
意
!!

～
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
！
～

農
林
水
産
係
　
☎
43
・
６
８
４
０

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

市
内
全
域
で
イ
ノ
シ
シ
が
多
数
出
没
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
で
は
、
住
宅
地
付
近
で
も
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

も
し
、
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し

た
ら
…
⁈

▼ 

イ
ノ
シ
シ
を
刺
激
し
な
い

よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
後

進
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ノ
シ
シ
を
寄
せ
付
け
な
い

環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
‼

▼ 

田
畑
の
周
り
に
野
菜
く
ず

な
ど
を
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

ゴ
ミ
は
収
集
日
当
日
の
朝

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

餌
付
け
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

イ
ノ
シ
シ
の
生
態

頭
： 

学
習
能
力
が
非
常
に
高
く
、

記
憶
力
も
い
い

目
： 

１
０
０
ｍ
先
の
物
を
見
分
け
ら

れ
る

鼻
： 

犬
と
同
等
の
嗅
覚
、
70
㎏
の

物
を
持
ち
上
げ
る

食
： 

雑
食
で
昆
虫
、
イ
モ
、
小
動

物
な
ど
な
ん
で
も
食
べ
る
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市民アンケート調査の結果 (概要)を

お知らせします

　２０２１年度から２０３０年度までの10年間のまちづくりの基本的指針

となる「２０３０赤穂市総合計画」を策定するにあたり、全世帯市民を対象に、
７月10日～ 31日までの期間において、アンケート調査を実施しました。　
　アンケート調査にご協力いただいた皆さま、誠にありがとうございました。
　今後、調査結果を「２０３０赤穂市総合計画」、また各分野の計画策定に反
映するなど、これからのまちづくりにいかして参ります。
　　※ 詳細なアンケート結果は、市ホームページおよび企画広報課政策担当窓

口でご覧いただけます。

問企画広報課 政策担当　☎４３・６８６７
ＦＡＸ４３・６８２２

（注） 比率は全て百分率（％）で表し、小数点以下第2位を四捨五入して算出しています。したがって、
合計が100.0％を上下する場合があります。複数回答については、合計が通常100.0％を超えます。

ホームページ
ＱＲコード

調査対象 市内在住の満18歳以上の市民

調査方法 広報あこうと一緒に配布、郵送回収

配布数 16,658票（全世帯数20,481：令和元年7月1日現在）

回収数（回収率） 4,384票（26.3％）

実施期間 7月10日～ 7月31日

調査概要

年齢

居住地区

問 他の地域に誇れる赤穂市の魅力は？（回答は3つまで選択：上位5項目を掲載）

　「赤穂市の誇れる魅力」は、「瀬戸内海や千種川などの自然環境」が第1位で、「日本遺産、
赤穂義士、有年古代遺跡などの歴史や伝統」、「水道やガス、下水道などのライフライン」が
続いています。

問 これからも赤穂市に住み続けたいですか？

　「転居希望理由」は、「買い物などの日常生活に不便であるため」が第1位で、「医療サービ
スが充実していないため」、「通学・通勤に不便であるため」が続いています。

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

無回答80歳以上70歳代60歳代

赤穂地区 城西地区 塩屋地区 西部地区 尾崎地区 御崎地区

坂越地区 高雄地区 有年地区 無回答

買い物などの日常生活に
不便であるため

医療サービスが充実していないため

通学・通勤に不便であるため

地域の行事や近所づきあいが
わずらわしいため

市内で働けるところがないため

牡蠣などの海産物

瀬戸内海や千種川などの自然環境

日本遺産、赤穂義士、有年古代遺跡などの歴史や伝統

水道やガス、下水道などのライフライン

赤穂海浜公園や城南緑地などの公園

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

34.9％

24.1％

22.2％

18.8％

12.6％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

66.6

37.2

30.1

21.4

19.6

0.1 0.9

5.0 9.8 15.4 24.7 30.4 13.2 0.6

18.2 10.2 16.0 5.5 16.3 10.4 9.9 5.4 7.3 0.8

　「居住継続意向」は、「ずっと住み続けたい」、「できるなら住み続けたい」を合わせ87.3％
が住み続けたいと考えています。

できるなら住み続けたい いずれは転居したい

わからない 無回答

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

61.5 25.8 4.9 5.4 1.3

1.0

ずっと住み続けたい

すぐにでも転居したい

0％

問 赤穂市から転居したい理由は？
　  （回答は2つまで選択：上位5項目を掲載）
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基本課題 施策の方向 実施状況 担当課

男女共同参画につ

いての意識啓発

セクシャル・ハラ
スメントの防止に
向けた啓発を推進
する

・ハラスメント防止に関する指針を策定した。
・セクシャル・ハラスメント対策について、部長・課長に通知した。
・監督職に対して、ハラスメント研修を実施した。

人事課

制度や慣行の見直

し

地域における固定
的な性別役割分担
意識を是正する

・ 男女共同参画市民講座、男女共同参画フォーラムの開催を自治会役員に案内した。
男女共同参画フォーラムの男性参加率が大幅に増加した。

　　(H30年度49.0%　H29年度31.2%)
・ 全自治会長に対してアンケートを実施し、自治会活動における男女共同参画意

識を調査し、参画意識の浸透を図る機会とした。

市民対話課

政策や方針決定の
場への女性の参画
の促進

行政における方針
決定過程への女性
の参画を促進する

平成30年度末
　女性を含む機関率　74.3%（第１次プラン策定時　平成14年度末61.3%）
　女性委員率　　　　20.5%（第１次プラン策定時　平成14年度末16.2%）

市民対話課

各家庭の状況に応

じた支援の充実

保育サービスや放
課後児童対策の充
実など、子育て支
援策を推進する

・有年小学校区においてアフタースクールを新設整備した。
・ 塩屋アフタースクールの改修を実施し、アフタースクールとしての機能向上を

図った。
・子育てセンターで子育てサポート講座を２回実施した。
・ 子育て学習センターでのグループ活動を実施し、親同士のネットワークづくり

を支援した。

生涯学習課

男女共同参画意識

を醸成するための

国際交流と相互理

解の促進

異文化理解や国際
的な人権感覚を育
成する

・ 外国人指導助手（ＡＬＴ）の積極的な活用し、英語教育・外国語教育の充実を図っ
た。

・アートマイル推進事業（有年小・赤穂西小・高雄小）
・国際理解サポーターの派遺を行った。（中国語・ポルトガル語）

指導課

ド メ ス テ ィ ッ

ク・バイオレンス

（DV）根絶のため

の意識づくりの促

進

DV の防止に向け
た啓発を促進する

・ 赤穂高等学校の学生を対象にデートＤＶ講演会を開催し、ＤＶ防止への啓発に
努めた。

実施日　平成30年１2月18日　参加者　525名（うち学生505名）
講　師　ＮＰＯ法人　女性と子ども支援センター
　　　　ウィメンズネット・こうべ　三野　敬子 氏、森村　尚美 氏

市民対話課

女性が働き続ける

ための環境整備

女性の力を最大限
に発揮させる環境
をつくる

・ 兵庫県立男女共同参画センターとの共催により、「出張！女性のための働き方セ
ミナー」を開催し、女性の再就職を支援した。 市民対話課

性の尊厳について

の意識の浸透と健

康への配慮

性の尊重について
の意識を浸透する

・ 子育て世代包括支援センター「えるふぁルーム」を設置し、妊娠期から子育て期
にわたる切れ目ない支援を提供した。

・ プレママ・プレパパクラスにおいて妊婦やそのパートナー等に、妊娠期から育
児に関する知識や技術習得ができるよう教室を開催した。

保健センター

男女の人権の尊重基本目標１

社会における制度や慣行への配慮

政策・方針決定過程への女性の参画

男女の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現

国際社会の取組と協調

男女の互いの性への理解と健康への配慮

配偶者等からの暴力の根絶

女性の職業生活における活躍の推進

赤穂市男女共同参画審議会意見
○ 「家事は女の仕事」といった性別による役割分担意識の解消に向けて、例えば男性が主体的に家事・育児に参画すること

を学ぶ機会を提供するなど啓発活動に取り組む必要がある。

○ 若年層に向けたデートＤＶ防止講座を引き続き実施するとともに、関係機関と連携し、ＤＶに対する女性自身の「気づき」

を促す取組が必要である。

○ 男女共同参画意識を浸透させるための各種イベントによる周知や、委員会等の委員に占める女性の割合を高める取組な

どから、女性の社会参画に向けた環境整備に努める必要がある。

この審議会は、男女共同参画社会の形成に関する重要事項の調査審議をしたり、市の施策の実施状況や苦情の申し出に

対して意見を述べるなどの役割をする市長の付属機関です。

事業実施状況、審議会などの詳しい内容は、市のホームページで公表しています。今後とも皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

基本目標２

基本目標３

基本目標４

基本目標５

基本目標６

基本目標７

基本目標８

平成30年度

第２次赤穂市男女共同参画プラン（Ｈ29年３月一部見直し）の実施状況を公表します

第２次赤穂市男女共同参画プラン (H29年3月一部見直し ) は、８つの基本目標を設定し、平成26年度

からの10年間に取り組むべき具体的な施策を掲げています。平成30年度実施状況のうち、主なものは

次のとおりです。　　　問市民対話課　人権・男女共同参画係　☎４３・６８１８　FAX４３・６８１０ 問 赤穂市の取り組みに満足していますか？重要度についてはどうですか？

項　　目
１ 水とみどり豊かな都市環境づくり
２ 消防・救急・救助体制の充実
３ 自然・歴史・文化と調和した景観づくり
４ 豊かな自然環境の保全
５ 子育て環境の充実

項　　目
１ 医療体制の充実
２ 災害に強いまちづくり
３ 公共交通の利便性の確保
４ 消防・救急・救助体制の充実
５ 子育て環境の充実

●満足度ランキング ●重要度ランキング

問 赤穂市が力を入れるべき事業は？（回答は3つまで選択：上位5項目を掲載）

問 赤穂市の人口減少対策で重要な取り組みは？
　  （回答はあてはまるもの全て選択：上位5項目を掲載）

　「赤穂市が力を入れるべき事業」は、「医療サービスの充実」、「子育て支援」、「雇用の場の確
保」、「高齢者福祉」などの事業が上位を占めています。

　「赤穂市の人口減少対策で重要な取り組み」は、「医療サービスの充実」、「企業誘致等によ
る雇用の確保」、「空き家バンクの活用」、「新たな産業の導入」、「子育て世代への税制優遇や
補助金」と続いています。

医療サービスの充実のための事業

安心して子どもを産み、育てやすい
環境を整備する子育て支援事業

産業を盛んにし、雇用の場を確保する事業

高齢者や障がいのある人が
いきいきと暮らせるための事業

瀬戸内海、千種川などの
自然環境を保全する事業

医療サービスの充実

企業誘致等による雇用の確保

空き家バンクの活用

新たな産業の導入

子育て世代への税制優遇や補助金

39.8

37.1

33.1

30.9

22.0

56.7

45.8

38.2

37.4

36.6

0％ 20％ 40％ 60％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

43 公共交通の利便性の確保
44 医療体制の充実
45 商業の振興
46 就労環境の充実
47 土地の利活用の適正化

43 国際理解の推進
44 特色ある地域間交流の推進
45 近隣市町との広域連携の推進
46 文化芸術活動の推進
47 男女共同参画社会の実現

〜 〜
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介護保険相談室

11月11日は「介護の日」～いい日、いい日、毎日、あったか介護ありがとう～
高齢者を見守る支えるネットワーク

国保証の更新を行います

国保医療だより

№56 赤穂市老人クラブ連合会

国民年金掲示板

11月は「ねんきん月間」　11月30日 ( いいみらい ) は「年金の日」です！

　９月27日、芦屋市で行われた県老連主催の第
７回グラウンドゴルフ県大会において、赤穂市代
表として出場した木下永楽会チーム（尾崎）が見事
に準優勝を飾りました！
　県下各市町の代表チームが集う本大会での準優
勝は大変すばらしく、赤穂市代表としても過去最
高順位を更新する快挙となりました。チーム代表
者の深澤さんは、「来年も市の予選を勝ち抜いて、
次は優勝を！」と力強く話してくれました。

祝！県グラウンドゴルフ大会で準優勝！！

　日本年金機構では、毎月11月に公的年金制度に関

する理解を深めていただくための普及・啓発活動を

実施しています。また、自身の年金記録や年金受給

見込額を確認し、高齢期の生活設計に思いを巡らし

ていただく日として、11月30日を「年金の日」として

います。

　この機会に、ねんきん定期便やねんきんネットで、

ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、未来

の生活設計について考えてみませんか。

電話での年金相談は「ねんきんダイヤル」へ
お問合せください。
☎0570-05-1165（03-6700-1165）
● ねんきんネット登録のご案内

　ねんきんネットに登録すると、パソコンやスマー

トフォンから、いつでも自身の年金情報を確認する

ことができます。国民年金だけではなく、厚生年金

や共済年金の記録も確認できます。また、「かんたん

試算」でおおまかな年金額の試算をしたり、さまざま

な条件設定をすることで将来受け取る年金額を細や

かに試算したりすることができます。

● 年金相談をご利用ください

年金相談日程表　【場所：市役所 ２階 会議室】

姫路年金事務所出張相談 社会保険労務士による年金相談

日程 令和２年１月９日(木)

日程

令和元年11月21日(木)

申込先：姫路年金事務所
☎079・224・6382（１番）

令和２年２月20日(木)

令和２年３月12日(木)

時間
午前10時30分
～午後3時30分

時間 午後１時30分～４時

　赤穂市国民健康保険の被保険者証（国保証）は、毎

年12月１日に一斉更新を行います。現在お持ちの

国保証（うす紫色）の有効期限は11月30日です。新

しい国保証（黄緑色）は、11月中旬から国保加入者

全員分を世帯主あてに簡易書留郵便で順次お届けし

ます。

　簡易書留郵便では、受領時に捺印（またはサイン）

が必要となります。なお、配達時にご不在の場合に

は不在通知書が投函されますので、通知書記載の郵

便局へ連絡し受け取ってください。

　また、同封するパンフレットも必ずお読みくだ

さい。

▷ 一部世帯については、納税相談、申告受付を済ま

されてから国保証を窓口交付します（別途、ご案

内文書を送付します）。

▷ 納税の状況によっては、通常の国保証ではなく、

有効期限の短い短期被保険者証（短期証）や、被保

険者資格証明書の発行を行うことになります。

※ 資格証明書：国保の被保険者であることを証明す

るだけのもので、医療機関等ではいったん医療費

の全額を自己負担していただき、後日、医療介護

課国保医療係（市役所１階④番）の窓口で領収書を

添えて申請すれば、患者負担分を除いた額を払い

戻します。

● 国保証の内容確認を

　新しい国保証がお手元に届きましたら、記載事項

を確認し、届出内容や事実と異なるときは国保医療

係へお知らせください。

●有効期限が異なっている場合があります

　新しい国保証の有効期限は、原則として令和２年

11月30日です。

▷ 12月以降に75歳を迎え、後期高齢者医療制度に移

行する人については、有効期限が異なります。

▷ 65歳を迎える退職被保険者についても、一般被保

険者に切り替えとなるため、有効期限が異なります。

※ いずれの場合にも、有効期限満了前までに新たな

被保険者証を送付します（手続きの必要な人には、

事前にご案内文書を送付します）。

●紛失などに注意しましょう

　国保証を紛失したり破損・汚損した場合は、国保

医療係の窓口で再交付の申請が必要です（手数料は無

料）。特に外出先で紛失したとき、盗難にあったとき

は、早急に警察にも届出をしてください。

▶ 有効期限が切れた旧国保証は、12月１日以降に市

役所または最寄りの公民館までお返しいただくか、

ハサミで刻むなどして各自で確実に破棄してくだ

さい。

 医療介護課　国保医療係　☎４３・６８１３　ＦＡＸ４３・６８９２ 医療介護課 介護保険係　☎ ４３・６９４７　ＦＡＸ４５・３３９６

 市民課 年金担当　☎４３・６８２０　ＦＡＸ４３・６８９１

準優勝に輝いた木下永楽会の皆さん

●「介護の日」とは

　高齢化などにより介護が必要な人々が増加してい

る一方、介護にまつわる課題は複雑で多様化してい

ます。こうした中、多くの人々に介護を身近なもの

としてとらえていただくとともに、それぞれの立場

で介護を考え、関わっていただくことが必要となっ

ています。

　介護についての理解と認識を深め、介護サービス

利用者およびその家族、介護従事者等を支援すると

ともに、これらの人たちを取り巻く地域社会におけ

る支え合いや交流を促進する観点から、厚生労働省

において、11月11日が「介護の日」として設定され

ています。

　今、介護をしていない人も、急に介護をする立場

になったり、介護を受ける立場になったりするかも

しれません。介護が必要な人、介護に関わっている人、

そうでない人も、“介護”について考えてみませんか。

●介護の悩みは相談を

　介護に関する不安や悩みがあるときは、自身で抱

え込まず、担当のケアマネジャーや地域包括支援

センター、地域の相談窓口である在宅介護支援セン

ターに相談しましょう。

相談機関名 住　所 担当地区 電話番号 FAX番号

赤穂市地域包括支援センター 中広267番地 市内全域 42・1201 42・1260

在宅介護支援センターはくほう 加里屋290番地28 赤穂・城西地区 45・1114 45・0019

在宅介護支援センターやすらぎ 古浜町57番地 塩屋・西部地区 43・6424 43・9701

在宅介護支援センターしおさい 元沖町132番地 尾崎・御崎地区 42・0519 42・0534

在宅介護支援センターいきしま 坂越2351番地6 坂越・高雄（一部）地区 46・8182 48・7668

在宅介護支援センター千種の苑 東有年664番地１ 高雄（一部）・有年地区 49・2887 49・2890

●姫路年金事務所では予約相談を実施しています

　事前に予約すると

▷必要な書類などについてあらかじめ確認できます

▷待ち時間が少なくスムーズに相談できます

▷ 相談内容にあったスタッフが、事前に準備のう

え対応します

※ 予約相談希望日の1カ月前から前日まで受付してい

ます。電話をかける際には、年金手帳や年金証書

など基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

全国共通の予約専用受付電話

　☎0570-05-4890　(03-6631-7521)

姫路年金事務所

　☎079-224-6382　ＦＡＸ079-224-0838
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フォトニュース

第35代赤穂義士娘に、村
むらおか

岡真
ま い

衣さん（写真：左）

と竹
たけはら

原有
ゆ う き

希さん（写真：右）が選ばれました。義

士娘となった２人は「第116回赤穂義士祭」の

忠臣蔵パレードを彩る「義士娘人力道中」でデ

ビューし、来年の義士祭までの１年間、全国に

赤穂の魅力をＰＲしていきます。

（10/19　市役所）

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。（アドレス） http://www.city.ako.lg.jp/ar.html

の記事は、赤穂市公式Facebookページ『赤穂市広報』にて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。

Le Pont 2019
　　　　ル・ポン国際音楽祭 2019 赤穂・姫路

①

②

③

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

９月28日から10月５日に開催されたル・ポン国際音楽祭2019 赤穂・姫路の様子をお伝えします。

ハーモニーホールと赤穂城跡特設会場で４日間に渡り行われた赤穂公演では、ベルリン・フィル第１コンサー

トマスターの樫本大進音楽監督を始めとする世界一流のアーティストの演奏に、満員の観衆が酔いしれました。

①ハーモニーホール公演（10/ ２）　②③赤穂城跡公演（９/29）　④赤穂での最終演目後、全アーティストが舞台上
に集合し、観客の拍手と歓声に応える様子（10/2）　⑤ほのぼのコンサート（９/28　赤穂中央病院）　⑥ボランティ
ア交流会（10/ ２）　⑦サイン会で楽器ケースにサインを書いてもらう来場者（10/ ２）　⑧記者会見で写真撮影に
応じる樫本大進音楽監督（左から2人目）、清水直子さん（左端）、趙靜さん（右から２人目）、アレッシオ・バックス
さん（右端）（９/26）　⑨ほのぼのコンサート（９/29　赤穂市民病院）　⑩ハーモニーヴァイオリンアンサンブル教
室の生徒と樫本大進音楽監督の共演（９/29）　⑪協賛で開催された木目込み人形展（ハーモニーホール）

今年6月に赤穂西幼稚園の園児がまいた綿の種
が、コットンボランティアの皆さんの協力でふ
わふわの綿に成長しました。この日は、園児た
ちが真っ白な綿や色のついた綿をひとつずつ大
切に収穫しました。　　　　　（10/17　福浦）

今年で3回目となる「赤穂市伝統文化祭」が開催され、横尾、
門前、南野中、折方の市内４地区が獅子舞を披露し、大勢の
観客が沸きました。　　　　（10/ ６　ハーモニーホール）

④

赤穂市伝統文化祭

ふわふわの綿ができたよ！

第35代義士娘が決定！！
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Ｈ30. ４. １
現在

Ｈ30. ４. ２～Ｈ31. ４. １ Ｈ31. ４. １
現在採用者 退職者

職員数 953 73 80 946

区分

 部門

職員数
対前年
増減数 主な増減理由平成

30年
平成
31年

一
般
行
政
部
門

議 会 ３ 3

総務企画 56 56

税 務 15 14 △１ 退職者による欠員

民 生 79 80 １ 保育士の増員

衛 生 45 44 △１ 退職者による欠員

労 働 ０ 0

農林水産 12 12

商 工 ８ 8

土 木 40 41 １

小計 258 258

特
別
行
政
部
門

教 育 109 108 △１ 兼務による減員

消 防 84 84

小計 193 192 △１

普通会計計 451 450 △１

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 451 445 △６ 退職者による欠員

水 道 23 23

下 水 道 11 11

そ の 他 17 17

小計 502 496 △６

合　　計 953 946 △７

区分 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

職員数 ２ 55 109 108 99 77 106

区分 44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上 計

職員数 90 91 95 75 39 946

年度

区分
Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 過去５年間の

増減数（率）

一般行政
部 門

251 257 260 259 258 258 7人（2.8％）増

教 育 114 110 107 108 109 108 6人（5.3％）減

消 防 100 100 98 98 84 84 16人（16.0％）減

普 通 会 計
計

465 467 465 465 451 450 15人（3.2％）減

公営企業等
会計　　計

464 477 498 506 502 496 32人（6.9％）増

総合計 929 944 963 971 953 946 17人（1.8％）増

区分 人口
（年度末）

歳出額
Ａ

実質
収支

人件費
Ｂ

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
29年度の
人件費率

平成
30年度

人
47,612

千円
21,051,393

千円
55,935

千円
3,929,863

％
18.7

％
18.8

区分 職員数
Ａ

給　　与　　費 一人当たり
給与費

（Ｂ/Ａ）給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

平成
31年度

人
464

千円

1,711,320

千円

415,449

千円

684,706

千円

2,811,475
千円

6,059

公表の趣旨

　この紙面は、市の人事行政の公正性、透明性を
確保するため、職員数、給与、その他の勤務条件
に関する状況を市民の皆さまに公表するものです。

１ 職員の任免および職員数に関する状況

（１） 採用・退職者数

（２） 部門別職員数の状況と主な増減理由 ( 各年４月１日現在）

（注）　 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派
遣職員などを含み、臨時および非常勤の職員は除いています。

（３） 年齢別職員構成の状況　（平成31年４月１日現在）

（４） 職員数の推移

定員適正化計画により、多様化する市民サービスに対
応できる適正な定員管理に努めることとしています。平成
３１年は、民生部門において保育士を増員したものの、病
院事業における医師等退職者による欠員のため、職員数が
減少しました。

（注）　Ｈ26の職員数には教育長を含みます。

２ 職員の給与の状況

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

（２） 職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）　職員手当には退職手当を含んでいません。

人事課　☎４３・６８６３

ＦＡＸ４３・６８９２ 10月16日にハーモニーホールでコンサートを開催
した「赤穂観光大使 パク・ジュニョンさん」が、翌
日観光バス3台のファンの皆さんと、花岳寺や塩の
国、伊和都比売神社などを巡るツアーを実施しまし
た。パクさん自らが観光案内をするなど、ファンの
皆さんにも赤穂を楽しんでいただけたようです。

（10/17　花岳寺）

最近では、携帯電話の普及により公衆電話を利用し
たことがない児童もいます。有年小学校では4・5・
6年生を対象に、日本公衆電話会兵庫支部重松氏、
谷口氏の説明の元、公衆電話教室を実施し、いざと
いう時に公衆電話を使えるように練習をしました。

（10/ ３　有年小）

①９月・10月は運動会シーズンで、市内各所の学校・園で運動会が開催されました。雨の週末が多く、日
程が延期になったところも多かったようですが、それぞれクラスや学年、地区で力を合わせて、練習の成果
を発揮していました。（9/28　赤穂小）

① ②

各小学校では、6月に田植えをした田
んぼで、稲刈り体験が行われました。

（①10/16 高雄小・②10/10 坂越小）

御崎小学校では、6年生がどうやっ
たら安全に車椅子を操作できるか、
実際に自分たちで体験をしました。
　　　　　　　（10/10　御崎小）

②全国障害者スポーツ大会に出場する４名（写真右から：黒
くろかわ

川 武
たけふみ

文さん、春
は る い

井 恒
つねゆき

行さん、古
ふるかわ

川 修
しゅうや

哉さん、

大
お お こ う ち

河内 健
けんいちろう

一郎さん）が、市長を表敬訪問しました。黒川さんは兵庫県選手団の旗手を務める大役を担い、「競

技も旗手も頑張ります！」と抱負を話しました。（10/ ４　市役所）

① ②

ファンの皆さんと赤穂観光！ かけたことある？公衆電話

み
ん
な
頑
張
れ
！

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

稲刈り体験！

安全に操作できるかな？
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一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

円

314,122
円

379,096
歳月

41.6
円

270,537
円

311,222
歳月

52.6

区　分 平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢

清掃職員 円
278,746

円
337,858

歳月
49.9

給食調理員 223,183 240,058 56.9

用務員 253,080 276,945 55.8

運転手 304,743 356,407 52.5

その他 269,506 294,994 53.4

年　度 Ｈ29 H30

団体区分 赤穂市 赤穂市 県内の市平均 全国の市平均

指　　数 96.8 97.7 99.6 99.1

区　　　分
赤穂市 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一 般
行政職

大学卒 180,700円 198,400円 180,700円 192,400円

高校卒 148,600円 159,800円 148,600円 157,000円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 269,600円 333,350円 362,611円

技能労務職 高校卒 ー円 241,400円 279,250円

区　　分 ８級 ７級 ６級 ５級

標準的な役職 理　事 部　長 参　事
課　長 主　幹

職 員 数 ２人　 ９人　 34人　 25人　

構 成 比 1.1％　 4.8％　 18.0％　 13.2％　

参
考

１年前の構成比 1.1％　 4.3％　 18.6％　 13.8％　

５年前の構成比 ー　 2.0％　 9.4％　 13.3％　

４級 ３級 ２級 １級
計

係　長 主　査 主　事
技　師

事務員
技術員

28人　 30人　 47人　 14人　 189人　

14.8％　 15.8％　 24.9％　 7.4％　 100％　

14.9％　 13.8％　 28.2％　 5.3％　 100％　

28.0％　 16.7％　 21.2％　 9.4％　 100％　

昇級区分 極めて
良好 特に良好 良好 やや良好

でない
良好

でない

昇級の
号級数

一般職員 ８号級以上 ６号級 ４号級 ２号級 ０
55歳以上※ ２号級以上 １号級 ０ ０ ０

手当支給職員の割合（普通会計） 24.6％　

支給職員１人当たり平均支給年額 58,135円　

手当の種類（手当数） 12　

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当
清掃作業手当
し尿処理作業手当
夜間特殊業務手当

多くの職員に支給
されている手当

清掃作業手当
し尿処理作業手当
夜間特殊業務手当

平成30年度
　支給総額 95,672千円　

　職員１人当たり支給年額 248千円　

平成29年度
　支給総額 106,712千円　

　職員１人当たり支給年額 265千円　

赤　　　穂　　　市 国
　　期末手当 　勤勉手当 　　期末手当 　勤勉手当

 ６月期 1.225月分 0.90月分  ６月期 1.225月分 0.90月分
12月期 1.375月分 0.95月分 12月期 1.375月分 0.95月分

計 2.60月分 1.85月分 計 2.60月分 1.85月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置有 職制上の段階、職務の級等による加算措置有

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況
期末手当は６月１日および12月１日（基準日）にそれぞれ在職する職員の在
職期間に応じて支給され、勤勉手当は基準日にそれぞれ在職する職員に対
し、基準日以前６カ月以内の期間におけるその者の勤務成績に応じて支給
されます。

赤　　穂　　市 国
（支給率） 自己都合 早期・定年 （支給率） 自己都合 早期・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.270750月分 勤続25年 28.0395月分 33.270750月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置
  定年前早期退職特例措置
　( ３～ 30% 加算 )
１人当たり平均支給額

自 己 都 合 :1,956千円
早期・定年 :16,410千円

その他の加算措置
  定年前早期退職特例措置
　( ２～ 45% 加算 )

（３）  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の
状況　（平成31年４月１日現在）

（技能労務職の内訳）

（４） ラスパイレス指数の状況　（各年４月１日現在）

（注）　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数です。

（５） 職員の初任給の状況　（平成31年４月１日現在）

（６） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　（平成31年４月１日現在）

（７） 一般行政職の級別職員数の状況　（平成31年４月１日現在）

（注）　赤穂市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

（８） 昇給への勤務成績の反映状況
１月１日における昇給の号給数は、６月および１２月の勤勉手当における

人事評価等を参考として、以下の定める基準に基づき実施しています。（平成
31年１月１日現在）

※ 医療職給料表（１）の適用を受ける職員は除き、技能労務職は、55歳以上を
57歳以上と読み替えます。

（９） 職員手当の状況

①平成30年度の期末手当・勤勉手当の状況

②平成30年度の退職手当の状況　（平成31年３月31日現在）

（注） １人当たり平均支給額は、平成30年度に退職した全職種の職員に支給
された額の平均です。

③平成30年度の特殊勤務手当の状況

（注） １人当たり平均支給年額は、普通会計決算をもとに算出しています。

④時間外勤務手当の状況

区分 内　　　容

国
の
制
度
と
の
異
同

支給実績

 

支
給
職
員
１
人
当
た
り

 

平
均
支
給
年
額

扶
養
手
当

配偶者 　　6,500円
子　　　  10,000円
父母等　　 6,500円
特定年齢に係る加算
子1人5,000円

同 58,593千円 270千円

地
域
手
当

給料の６％
（国は給料、扶養手当、管理
職手当の合計額の６％）

異 104,712千円 215千円

住
居
手
当

貸家居住者　　12,000円を
超える家賃の額

(27,000円を限度 )
同 21,292千円 318千円

通
勤
手
当

交通機関利用者 
運賃等相当額
          (55,000円を限度 )
自動車等利用者
片道２km 以上の者

(2,000円～ 31,600円 )

同 20,112千円 60千円

区　　分 給料月額等

給　料
市　長
副市長
教育長

894,000円
742,000円
644,000円

報　酬
議　長
副議長
議　員

486,000円
415,000円
375,000円

期　末
手当等

市　長
副市長
教育長

（30年度支給割合）
６月期
12月期
計
※ 加算措置

期末手当
2.125月分
2.325月分
4.45月分
有

議　長
副議長
議　員

（30年度支給割合）
６月期
12月期
計
※ 加算措置

期末手当
2.125月分
2.325月分
4.45月分
有

職員の
勤務時間

１週間の正規の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ８時30分 17時15分 12時～
　　13時

年次
休暇

内　　　容 平均取得
日　　数

前年平均
取得日数

１年に最大20日付与（１年で消化で
きなかった場合は翌年にのみ繰越可） 9.2 9.4

取得期間 ３カ月未満 ３～６カ月 ６～９カ月 ９カ月以上 合　計

取得者数 ０ ０ ０ １０ １０

取得期間 １カ月未満 １～２カ月 2 ～ 3カ月 ３～４カ月 ４～５カ月 ５～６カ月 合　計

取得者数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

種　類 戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計

処分件数 1 1 ０ ０ 2

平成30年度
　支給総額 42,144千円　

　職員１人当たり支給年額 527千円　

平成29年度
　支給総額 41,628千円　

　職員１人当たり支給年額 520千円　

⑤管理職手当の状況

⑥その他の手当　（平成31年４月１日現在）

（注）　 支給実績および１人当たり平均支給年額は、平成30年度の普通会計決算をもとに
算出しています。扶養手当の特定年齢に係る加算は、満15歳に達した最初の4月1
日から満22歳に達した最初の3月31日までの間が対象です。

（10） 特別職の報酬等の状況　（平成31年４月１日現在）

３  職員の勤務時間その他勤務条件および

服務の状況

（１） 一般職員の勤務時間の状況

（２） 年次休暇の取得可能日数および取得状況　( 平成30年中）

（３） 育児休業の取得状況　( 平成30年度）

育児休業を新たに取得した職員数と取得予定期間

（４） 介護休暇の取得状況　( 平成30年度）

介護休暇を取得した職員数と取得期間

※休暇の種類等については、赤穂市ホームページをご覧ください。

４ 職員の分限および懲戒処分の状況

   （平成30年度）

（1） 分限処分の種類および件数

分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身の故障の
ために職務の遂行に支障がある場合や長期休養を要する場
合など、公務能率を維持するために問題が生じた時に、任
命権者の権限で、降任、免職、休職、降給させることがで
きるものです。

処分件数　　　休職処分　　６件 （心身の故障による）

（2） 懲戒処分の種類および件数

懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、
職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合、全体の奉
仕者たるにふさわしくない非行のあった場合、免職、停職、
減給、戒告となるものです。

区　　分 退　職　手　当　の　支　給　割　合

市　長

副市長

教育長

在職期間１期（４年） 17,165千円
（１月につき給料月額の100分の40）

在職期間１期（４年） 　8,548千円
（１月につき給料月額の100分の24）

在職期間１期（３年） 　4,173千円
（１月につき給料月額の100分の18）

（11） 特別職の退職手当の状況　（平成31年４月１日現在）
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研修の種類 内　　容 研修受講人数

派遣研修 市町村職員中央研修所等において開
催される研修 延192名　

庁内研修 庁内講師および派遣講師による研修 延1,459名　

自主研修 職員の自主的な参加に基づく研修お
よび報告会等 延115名　

区　分 実　施　主　体 内　　　容

共済
制度

兵庫県市町村職員共済組合 短期給付、長期給付等（民間でい
う社会保険、厚生年金）に関する
事業を行っています。公立学校共済組合兵庫支部

赤穂市職員互助会
職員の相互共済および福利増進
のための事業、各種給付事業、貸
付事業等を行っています。

公務
災害
補償

地方公務員災害補償基金

公務員が、公務上受けた労働災害
（公務災害）について、地方公務員
災害補償法に基づく補償を行い
ます。

平成30年度早期・定年退職者 左記のうち再任用職員

33名 19名

５  職員の研修および人事評価の状況

（平成30年度）

（１） 職員研修

（２） 人事評価の目的

人事評価は、職員が職務を遂行するにあたって発揮した
能力と業務目標に対する成果を把握し、人事管理の基礎と
して活用するものです。評価の際に自己評価や面談を行う
ことで、従来の勤務評定に比べて、さらに客観性と透明性
を高めるとともに、より高い能力を持った職員の育成につ
なげることを目的として実施しています。

（３） 人事評価の実施状況

ア 対 象 者 　全職員
イ 評 定 者 　原則として直近の上司２名
ウ 基 準 日 　各年９月30日および３月31日
エ 評 定 期 間

能 力 評 価 　４月１日～９月30日（基準日９月30日）
　10月１日～３月31日（基準日３月31日）

業 績 評 価 　４月１日～３月31日（基準日３月31日）

６ 職員の福祉および利益の保護の状況

７ 勤務条件に関する措置の要求の状況

８ 不利益処分に関する審査請求の状況

９ 内部通報に関する状況

10 職員の再任用の状況  （平成31年４月１日）

措置要求件数　　　０件

審査請求件数　　　０件

内部通報件数　　　２件

（注） 　 再任用職員には企業会計、文化とみどり財団および社会福祉協議会職
員も含んでいます。

※人事行政の運営等の状況については、企業会計分を含め、赤穂市ホームページにも掲載しています。

市内循環バス「ゆらのすけ」からのお知らせ
●年度別乗車人数状況（過去２年）［有料・無料合計］（人）

南北
ルートＡ

（有年東部）

南北
ルートＢ

（有年西部）

東　西
ルート

高　野
ルート

みどり団地
ルート 計

H30.4 ～
H31.3 5,003 6,266 4,768 4,037 2,059 22,133

H31.4 ～
R1. ９ 2,332 3,489 2,564 2,122 893 11,400

「ゆらのすけ」からのお願い

　ゆらのすけの運行ルートには、狭い道路が含まれています。路上
駐車や、個人の敷地から道路に張り出す立ち木の枝などは、運行の
妨げになる場合がありますので、沿線地域の皆さまにおかれまして
は、スムーズな運行にご協力をお願いします。

●問い合わせ先
・運賃、運行時刻などについて　 ㈱ウエスト神姫赤穂営業所

　 ☎４３・３３２５　ＦＡＸ４３・３３２６
・「ゆらのすけ」全般について　企画広報課 
　　　　　　　　　　　　　　 ☎４３・６８６７　ＦＡＸ４３・６８２２

「市民の声」
（市民からの要望等の件数を公表します）

平成31年４月から令和元年９月までの間に、市民や
団体等から市民対話課に寄せられた様々な要望・提案・
意見などについて、種類別に分類した件数を公表しま
す。市では市民等との協働のまちづくりを推進するた
め、これからも「市民の声」に迅速かつ的確に対応でき
るよう努めてまいります。

（令和元年度上期分）

市民の声の内容 件数
道路・河川等維持に関すること 30
ごみ処理・騒音・悪臭等環境に関すること ４
公園管理に関すること １
空地・隣地等に関すること 31
動物・害虫に関すること ８
制度・組織に関すること １
市施策に関すること ５
その他 22
合計（市民対話課に寄せられたもの） 102

●問い合わせ先　　 市民対話課（市役所南玄関を入っ
て  すぐ右側 ) 　  ☎４３・６８１８

ＦＡＸ４３・６８１０

※ 市民対話課は市民の皆さまからの市に対する要望・
提案・意見・相談等についての第１窓口です。担当
の窓口がわからない時等は、市民対話課へ問い合わ
せくだされば担当へおつなぎしますので、気軽に相
談ください。

　

市
民
主
体
に
よ
る
地
震
津
波

避
難
・
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

●
訓
練
日
時

　

 

11
月
17
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

●
訓
練
実
施
予
定
地
区　

　

西
部
地
区

●
訓
練
想
定

　

 

11
月
17
日
午
前
９
時
、
南
海

ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
規

模
地
震
が
発
生
、
赤
穂
市
で

は
震
度
６
弱
を
記
録
。

●
訓
練
目
的

　

 

▽
緊
急
情
報
の
種
類
と
対
応

▽
大
規
模
地
震
時
の
安
全
確
認

　

▽
初
期
消
火
体
験

　

▽
炊
き
出
し
体
験

　

▽ 

避
難
所
設
営（
防
災
備
蓄

品
の
確
認
）ほ
か

●
訓
練
参
加
機
関

　

 

西
部
地
区
自
治
会
、
赤
穂
警

察
署
、
兵
庫
県
消
防
防
災
航

空
隊
、
赤
穂
防
災
士
の
会
、

（
一
社
）兵
庫
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
西
播
西
支
部
赤
穂
地
区
会
、

赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

赤
穂
市
消
防
団
、
赤
穂
市
消

防
本
部
、
赤
穂
市

●
訓
練
実
施
に
伴
う
お
願
い　

　

 

地
震
津
波
避
難
訓
練
開
始
の

呼
び
か
け
に
、
西
部
地
区
で

は
防
災
行
政
無
線
の
使
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

危機管理担当　☎４３・６８６６
ＦＡＸ４３・６８９２

　

令
和
２
年
１
月
か
ら
、
２
カ

所
以
上
の
給
与
所
得
が
あ
る
人
、

年
金
収
入
や
副
業
等
の
雑
所
得

が
あ
る
人
な
ど
、
ス
マ
ホ
専
用

画
面
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
人

の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

　

税
務
署
で
発
行
し
た「
Ｉ

Ｄ
」と「
パ
ス
ワ
ー
ド
」で
、
自

宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

か
ら
e-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
が
で

き
ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｄ
」と「
パ
ス
ワ
ー
ド
」の

発
行
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お

早
め
に
、
最
寄
り
の
税
務
署
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

手
続
き
の
際
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。

※ 

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は

暫
定
的
な
対
応
で
す
。

（
注
）▽
こ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
聴
く

こ
と
や
話
す
こ
と
が
不
自
由
な
人
の

税
務
相
談
専
用
で
す
。
▽
上
記
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
番
号
の
無
断
転
載
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
▽
こ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
を
利
用
し
て
、
法
令
に
基
づ
く
各

種
申
告
書
、
申
請
書
、
届
出
書
等
は

提
出
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

赤穂市防災総合訓練を

11月17日（日）に実施します

相生税務署　☎０７９１・２３・０２３１
（注）【障がいのある人専用】ＦＡＸ０６・６７７３・５４００

指名手配被疑者の検挙にご協力を！ 赤穂警察署　　　☎４３・０１１０
刑事生活安全課   ＦＡＸ４５・０１１０

パソコン・スマホから確定申告

相生税務署からのお知らせ

避難所設営体験初期消火体験

　

令
和
元
年
8
月
現
在
、
全
国

の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て

い
る
者
は
、
凶
悪
事
件
な
ど
で

特
に
警
察
庁
が
指
定
し
て
い
る

重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
始
め

と
し
て
、
約
６
０
０
人
に
上
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺

人
、
強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ

か
、
暴
行
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、

横
領
等
の
事
件
に
関
し
て
指
名

手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
行

を
行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯

罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た
う
え

で
、
11
月
中
に
全
国
警
察
の
総

力
を
挙
げ
て
追
跡
調
査
を
行
う

こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の

早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発

見
に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似

た
人
を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情

報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察

に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
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図書館〜Library〜
らいぶらり

http://www.ako-city-lib.com

「水の絵本」　　　　長田　弘

　どんな ものより すきと

おってて どんな いろも し

てないのに どんな いろにで

も なれるもの｡ やわらかい

文体と美しい色調が織りな

す絵本｡

「空飛ぶくじら部」

石川　宏千花

世にも奇妙な部活動は､ い

つも突然やってくる ! 空飛ぶ

くじらに吸い込まれ､ さまざ

まな時代のいろんな世界へタ

イムスリップするふしぎな冒

険ファンタジー｡

「ちょっとリッチなフライパ

ン煮込み」　　　 川上　文代

ほったらかしでコトコト｡

肉と魚介から､ 野菜 ･ 豆､ 米

･ 麺､ スイーツまで､ かんた

んなのに本格的なフライパン

で作る煮込み料理のレシピを

紹介｡

「わたしのいるところ」　

ジュンパ　ラヒリ

生まれ育ったローマと思しき

町に暮らす45歳の｢わたし｣

の日々の光景｡ 親しい道連れ

のような孤独と､ 彼女の旅立

ちを綴った長篇小説｡

　

「
Ａ
Ｉ
に
は
何
が
で
き
な
い
か
」／
メ
レ
デ
ィ
ス　

ブ
ル
サ
ー
ド

「
田
中
角
栄
の
ふ
ろ
し
き
」／
前
野　

雅
弥

「
ど
ん
な
災
害
で
も
お
金
と
く
ら
し
を
守
る
」／
清
水　

香　

「
人
類
は
噛
ん
で
進
化
し
た
」／
ピ
ー
タ
ー
・
Ｓ
・
ア
ン
ガ
ー　

「
日
本
の
消
費
者
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
？
」

／
野
村
総
合
研
究
所

「
歌
舞
伎
さ
ん
ぽ
」／
小
田　

豊
二

「
読
み
た
い
こ
と
を
、
書
け
ば
い
い
。
」／
田
中　

泰
延

「
熱
視
線
」／
ミ
ッ
ツ　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

「
罪
の
轍
」／
奥
田　

英
朗

「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ワ
ー
は
終
わ
ら
な
い
」／
東
川　

篤
哉

「
あ
な
た
が
お
と
な
に
な
っ
た
と
き
」／
湯
本　

香
樹
実　
　

「
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
の
サ
イ
」／
ジ
ョ
ン　

バ
ー
ニ
ン
ガ
ム

「
日
本
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
創
っ
た
男　

中
村
裕
」／
鈴
木　

款

「
放
課
後
の
文
章
教
室
」／
小
手
鞠　

る
い　

「
お
し
り
た
ん
て
い　

ラ
ッ
キ
ー
キ
ャ
ッ
ト
は
だ
れ
の
て
に
！
」

／
ト
ロ
ル

みんなで考えよう!! 「産廃」のこと VOL.52
～野外焼却の禁止～

第 52 回は野外焼却（野焼き）の禁止についてご紹介します。

　廃棄物処理法により、廃棄物の野外焼却、いわゆる野焼きは原則禁止されており、野焼きをすると罰せられ

ます。ご家庭や事業所には簡易な焼却炉を設置しているところもありますが、廃棄物処理法の焼却基準に適合

しない焼却炉は、使用してはいけません。

　風俗慣習上の行事や農業を営むためにやむを得ないものなど、焼却禁止の例外になっているものもあります

が、野焼きから発生した煙や臭いが近隣住民の方への迷惑になったり、有害物質の発生原因になる焼却行為は

やめましょう。

問環境課 ☎４３・６８２１

ＦＡＸ４３・６８９２

●ストーリーテリング講座（後期）　受講者募集中！
　①12月10日 ( 火 )、②１月７日 ( 火 )、
　③２月４日 ( 火 ) 
　時間：午前10時15分～ 11時45分
　場所：２階集会室
　講師：姫路おはなしの会　小栗栖 真弓 氏　
　定員：15名　受講料：無料
●「Ｋｏｍｏｒｅｂｉ～癒しの時間」の開催
　日時：11月17日（日）午前10時～ 12時
　場所：１階屋外読書テラス　※事前申込不要
　内容： 読み語り、アコースティック・オカリナ

演奏など
●読書講演会 ･ 赤穂義士会講演会の開催
　日時：12月８日（日）午後１時30分～３時
　場所：市民会館１階大会議室
　講師：山本 博文 氏 （東京大学史料編纂所教授）
　演題：「忠臣蔵の決算書」　※事前申込不要
● “貸出期間の延長”が電話やホームページででき

ます！
　“貸出期間の延長”が電話 ･ ホームページで可能
です。ただし、借りている本に予約のある本や返
却期限が過ぎている本は延長できません。
●問い合わせ先　図書館　☎４３・０２７５
　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ４３・６２９１　

　

従
来
か
ら
市
民
や
地
域
に
親

し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
い
た
「
桜

の
名
所
」
を
復
活
さ
せ
、
快
適

な
公
園
環
境
を
創
出
す
る
た

め
、
市
木
で
あ
る
「
さ
く
ら
」

の
植
樹
等
を
実
施
し
て
い
た
だ

け
る
市
内
企
業
等
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す
。

● 

対
象
者　

主
旨
に
賛
同
い
た

だ
け
る
市
内
企
業
や
各
種
団

体
等

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容　

「
さ
く
ら
」
の
植
樹
お
よ
び

管
理
（
必
要
資
材
等
含
み

ま
す
）

● 

募
集
時
期　

　

11
月
〜
令
和
２
年
３
月

● 

植
樹
候
補
地　

赤
穂
城
南
緑

地
運
動
公
園
内　

ほ
か

● 

そ
の
他　

植
樹
場
所
、
時
期
、

本
数
に
つ
い
て
は
、
別
途
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

 

ま
た
、
赤
穂
市
緑
化
推
進
事

業
（
苗
木
支
給
）
等
の
活
用

も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※ 

主
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
場

合
は
、
都
市
整
備
課
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
経
済
部
都
市
整
備
課

☎
43
・
６
８
２
８

ＦＡＡ
43
・
６
９
７
４

　

季
節
の
草
花
等
を
室
内
用
コ

ン
テ
ナ
・
テ
ラ
コ
ッ
タ
鉢
等
に

寄
せ
植
え
し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
せ
植
え
に
使
用
す

る
コ
ン
テ
ナ
は
自
由
で
す
。

●
展
示
期
間　

12
月
12
日（
木
）

〜
12
月
16
日
（
月
）

●
展
示
会
場　

　

市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●
申
込
期
間　

　

11
月
15
日
（
金
）

　

〜
12
月
６
日
（
金
）

●
作
品
搬
入　

12
月
12
日（
木
）

　

 

午
前
９
時
〜
10
時
に
市
役
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
各

自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
作
品
搬
出　

12
月
16
日（
月
）

　

 

午
後
3
時
に
各
自
で
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他　

展
示
期
間
中
の
水

や
り
、
花
殻
摘
み
等
の
管
理

は
、
当
公
園
事
務
所
で
行
い

ま
す
。
作
品
出
品
者
に
は
参

加
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

赤
穂
市
文
化
と
み
ど
り
財
団

公
園
事
務
所☎

25
・
８
６
１
１

ＦＡＡ
25
・
４
５
９
３

　

令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
に

お
い
て
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
支
援
の
た
め
、
義
援
金
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
場
所

　

▽
市
役
所
１
階　

　
　

 

社
会
福
祉
課
窓
口
、
市
民

課
窓
口

　

▽
市
内
９
公
民
館

　

▽
文
化
施
設
等

　
　

 

文
化
会
館
、
歴
史
博
物
館
、

海
洋
科
学
館
、
民
俗
資
料

館
、
田
渕
記
念
館
、
市
民

総
合
体
育
館
、
図
書
館

●
募
集
期
間

　

10
月
17
日
（
木
）

　

〜
令
和
２
年
３
月
19
日
（
木
）

●
義
援
金
の
扱
い

　

 

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部

を
通
じ
て
送
金
す
る
予
定

●
問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
担
当

☎
43
・
6
８
６
６

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

社
会
福
祉
課
い
き
が
い
福
祉
係

　
　
　

☎
43
・
６
８
９
０

ＦＡＡ
45
・
３
３
９
６

●
開
催
日
時

▽ 

も
の
づ
く
り
科
、
ビ
ジ
ネ
ス

事
務
科
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
科

　

12
月
7
日
（
土
）

　

午
前
9
時
20
分
〜
午
後
４
時

●
参
加
料　

無
料

●
募
集

　

11
月
4
日
（
月
・
祝
）

　

〜
12
月
4
日
（
水
）

●
申
込
方
法

　

 

学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

申
込
用
紙
に
て
ＦＡＡ
ま
た
は
郵

送
で
申
込
（
先
着
各
科
10
名
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術

専
門
学
院　

☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

ＦＡＸ
０
７
８
・
９
２
８
・
５
５
１
２

募集
「
さ
く
ら
」
の
名
所
づ
く

り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

（
企
業
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
）

募集

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等

技
術
専
門
学
院
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
身
体
等

障
が
い
の
あ
る
人
対
象
）

参
加
者

募集

台
風
19
号
災
害
に
係
る

義
援
金

募集

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
作
品
展 

作
品
募
集

情報コーナー情報コーナー
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11
月
11
日
（
月
）
か
ら
17
日

（
日
）
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」

で
す
。

　

相
生
税
務
署
は
、
こ
の
期
間

に
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
・

ポ
ス
タ
ー
展
を
左
記
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
家
族
で

税
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

● 

展
示
期
間　

11
月
９
日（
土
）

〜
11
月
17
日
（
日
）

　

※
店
舗
の
営
業
時
間
中

●
展
示
場
所　

イ
オ
ン
赤
穂
店

●
問
い
合
わ
せ
先

　

相
生
税
務
署
総
務
課

☎
０
７
９
１
・
23
・
０
３
８
０

　
【
障
が
い
の
あ
る
人
専
用
FAX
】

06
・
６
７
７
３
・
５
４
０
０

(

注)

▽
こ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は

　

 

聴
く
こ
と
や
話
す
こ
と
が
不

自
由
な
人
の
税
務
相
談
専
用

で
す
。

▽ 

右
記
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

の
無
断
転
載
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▽ 

こ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用

し
て
、
法
令
に
基
づ
く
各
種

申
告
書
、
申
請
書
、
届
出
書

等
は
提
出
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
４
月
に
、
小
中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当

す
る
人
へ
、
申
請
に
よ
り
入
学
に

係
る
学
用
品
費
の
一
部
を
入
学
前

（
３
月
下
旬
）
に
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
の
人

　

以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽ 
児
童
生
徒
が
令
和
２
年
４
月
に

小
・
中
学
校
に
新
入
学
予
定
で

あ
る
人

▽ 

赤
穂
市
に
居
住
し
て
い
る
人

（
入
学
前
に
転
出
【
予
定
】
す

る
人
を
除
く
）

▽ 

令
和
元
年
度
就
学
援
助
の
要
件

に
該
当
す
る
人

●
申
請
書
の
配
布

▽ 

新
小
学
一
年
生　

入
学
前
健
康

診
断
時
に
各
学
校
で
配
布

▽
新
中
学
一
年
生

　

小
学
校
で
配
布

●
申
請
書
の
提
出
期
限

　

12
月
27
日
（
金
）

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
総
務
課

☎
43
・
６
８
５
７

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

●
会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男

性
60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の

人
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
な
く
、

自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を
探
し

た
い
、
地
域
社
会
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
、
健
康
維
持
や
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
送
り
た

い
、
年
金
だ
け
で
は
ち
ょ
っ
と

心
配
、
専
業
主
婦
の
経
験
し
か

な
い
け
ど
･
･
･
な
ど 

シ
ル

バ
ー
で
は
色
々
な
仕
事
、
短
時

間
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
就
業
募
集
状
況
を

載
せ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
入
会
説

明
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
11
・
12
月
の
入
会
説
明
会

・
日
時  

11
月
27
日
（
水
）

　
　
　

  

12
月
9
日
（
月
）

　
　
　

  

12
月
25
日
（
水
）

　
　
　

  

午
後
1
時
30
分
〜

● 

お
仕
事
承
り
ま
す　

◎
施
設

等
の
管
理
業
務
◎
簡
易
な
大

工
仕
事
◎
家
事
手
伝
い
◎
人

材
派
遣
等
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ
先

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
43
・
７
２
０
０

ＦＡＡ
43
・
４
６
８
７

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　　企画広報課　☎４３・６８７３

お知らせ

就
学
援
助
費
・
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
の

入
学
前
支
給
の
ご
案
内

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

土地家屋調査士による
土地の境界に関する無料相談会
●相談日：11 月 30 日（土）
●時　間：午後 1 時 30 分～４時
●場　所：たつの市　新宮ふれあい福祉会館
　　　　　　　　　　　　　（道の駅しんぐう　北側）

予約不要　問兵庫県土地家屋調査士会　西播磨支部

　☎０９０・５１６５・３７０５　FAX 0791・72・2151

広 告

萬代総合事務所
～お気軽にご相談下さい～

☎（0791）42-5786　赤穂市尾崎3129-3

破産、調停、民事再生等借金の法的整理
及び貸金売掛金等の法的請求、境界紛争裁判外解決

●登記　　●測量　　●境界紛争　　●成年後見

●許認可　●登録　　●訴訟　　　　●他

司法書士 行政書士 土地家屋調査士

山崎喜代志法律事務所山崎喜代志法律事務所
弁護士がアドバイスします弁護士がアドバイスします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・相続問題
刑事事件・その他

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から

10年が取替の目安です

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から

10年が取替の目安です
悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!

不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～

㈱ 播 州 商 会
赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

お知らせ

小
学
生
の
税
に
関
す
る

書
道
・
ポ
ス
タ
ー
展

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

ホームページ
QR コード

ホームページ
QR コード

プレミアム付商品券の申請受付は11月29日（金）までです！！

　市では、消費税率の引上げが所得の少ない方や子育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに、

地域における消費を下支えすることを目的として、プレミアム付商品券を発行しています。

　この商品券を購入するためには申請が必要です。（子育て世帯は申請不要で世帯主へ購入引換券を送

付しています）。申請がお済みでない人は、お早めに申請をお願いします。

●購入対象者　 ▷令和元年度の住民税が課税されていない人（申請必要）

　　　　　　　　※ 住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族等は除きます

　　　　　　　▷平成28年４月２日～令和元年９月30日までに生まれた子どもがいる世帯の世帯主

● 申請期限　11月29日（金）消印有効

● 商品券販売所　市内郵便局（簡易郵便局以外）、イオン赤穂店、長安商店、ドリームカントリー

● 商品券販売期限　令和２年２月14日（金）まで

●商品券利用可能期限　令和２年２月29日（土）まで

※ 利用できる店舗など、詳しくはホームページをご覧ください。（10月末現在約240店舗）

※ 商品券を利用の際は、台紙から切り離さずに店舗にお持ち込みください。

●問い合わせ先　

　 赤穂市プレミアム付商品券受付係（産業観光課内）　☎４３・７１３８　FAX４６・３４００

　「討ち入りするにも予算が必要？！」討

ち入りにかかるお金をテーマに、忠臣蔵を

新たな視点で描いた豪華キャストによる

映画「決算！忠臣蔵」が11月22日から全国

上映されます。

　本作品は今年1月末に市内でも撮影が行

われました。ぜひ、作品の中で「赤穂」を見

つけてください！

　赤穂市でもプラット赤穂シネマで上映

予定です。

問プラット赤穂シネマ

☎４５・０２５８　ＦＡＸ４５・２５００

映画「決算!忠臣蔵」11月22日（金）上映開始！！

映画「決算！忠臣蔵」赤穂城本丸門での撮影の様子　1月末

　

赤
穂
市
ま
ち
づ
く
り

振
興
協
会
で
は
、
環
境

美
化
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
次
の

2
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

写
真
左
：
は
り
ま
台

自
治
会
内
の
道
路
・
公

園
の
清
掃
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
補
修
等
を
25

年
以
上
に
わ
た
り
続
け

て
い
る
石い

し
ぐ
ろ黒 

三み
つ
し司
さ
ん

　

写
真
右
：
平
成
19
年

か
ら
塩
屋
第
4
公
園
の

清
掃
作
業
を
続
け
て
い

る
グ
ル
ー
プ
代
表
の

田た
ば
た畑 

陽よ
う
こ子

さ
ん

活
動
に
感
謝

（10/28　市役所）
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赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎ 43・5144　FAX 43・5950
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

Facebookウェブアドレス
https://www.facebook.com/akoharmony/

自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！
主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

☎４３ ・ ５１１１

入場料：一般4,500円、友の会3,600円

　　　 ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

11月30日(土)　15：00開演　小ホール　全席指定

華麗なるダンス 哀愁の歌声 アルゼンチンタンゴ 2019

～進化を続ける情熱たち～ 
ダンサー：エンリケ＆カロリーナ　演奏：LAST TANGO

　　　

好評発売中

入場料：一般2,500円、友の会2,000円

　　　 高校生以下1,000円、友の会800円

　　　 ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

 

出演：藤岡幸夫 指揮 関西フィルハーモニー管弦楽団、ハーモニー合唱団

曲目：「スター・ウォーズ」よりメインタイトル、組曲「惑星」より木星、

　　 混声合唱とオーケストラのためのカンタータ「土の歌」ほか

好評発売中

11月17日(日)　15：00開演　大ホール　全席自由

　　　　　　　　

オーケストラと合唱の楽しみ2019
県民芸術劇場　芸術文化振興基金助成事業

情報コーナー情報コーナー

広 告

11/11～12/15健康・相談

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

 フリーダイヤル 0120・783・115

消費生活センター（市民対話課内）  （随時） ☎43・7067（相談専用）

女性問題電話相談　女性交流センター  （火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818

心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市役所　（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

市民会館 ☎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

ＦＡＸでの問い合わせ　市役所（代表）43 ・ 6892

人口の動き（９月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,524 戸 （ ＋ 20）

人口 47,486 人 （ － 9 ）

男 22,930 人 （ ± 0）

女 24,556 人 （ － 9）

 

（　）内は前月比
◎９月中の異動

出生 28 人（＋ 11） 転出 92 人（＋ 26）

死亡 37 人（＋ 1） その他増 1 人（＋ 1 ）

転入 91 人（ + 9） その他減 0 人（± 0 ）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 ９月 2019年累計

発生件数 103（＋ 1） 899（－ 42）

　人身 ９（－ ７） 103（－ 18）

　物損 94（＋ 8） 796（－ 24）

死者 0（± 0） 1（＋ 1）

重傷 3（＋ 3） 12（＋ 9）

軽傷 8（－ 10） 101（－ 52）

 （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 ９月 2019年累計
火災 5（ ＋ 4） 17（ ＋ 3）

救急 144（ － 26） 1478（ － 101）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせ

 ☎43・6899（自動案内）

　　　　　 FAX45・0119（FAX返信）

11月
11 ●人権相談 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

●こころのケア相談（要予約） 14 ： 00 ～ 15 ： 00 

12 ●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

13
●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

●２歳児歯科健診（Ｈ29年4月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

14 ●子育てカウンセリング　13 ： 30 ～ 16 ： 00　子育て学習センター

15

16 ●司法書士による法律相談　９ ： 30 ～ 12 ： 00 
 　 市民対話課　☎43 ・ 6818

17  

中村内科医院 ☎ 46 ・ 0012
9 ： 00 ～ 17 ： 00

18

19
●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13 ： 00 ～ 16 ： 00 

　 市民対話課　☎43 ・ 6818

● HIV ・ 肝炎相談（前日までに要予約 ) 13 ： 20 ～ 15 ： 00 

20 ●心配ごと相談（弁護士 ・ 要予約）　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

21 ●社会保険労務士による相談　13 ： 30 ～ 16 ： 00 

22 ●キッズさろん 13 ： 30 ～ 15 ： 00 

23  

きっかわ整形外科 ☎ 43 ・ 1811
9 ： 00 ～ 17 ： 00

24  

松本クリニック ☎ 42 ・ 0036
9 ： 00 ～ 17 ： 00

25

26

●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

●知的障がい者相談 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

●行政相談（相談委員） 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

●もの忘れ健康相談（要予約） 13 ： 00 ～ 15 ： 00 

　 地域包括支援センター　☎４２ ・ １２０１

27

●精神障がい者相談 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

●ベビーレッスン　13 ： 00 ～ 13 ： 30 

●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●こころの相談（要予約） 13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

28 ●身体障がい者相談　10 ： 00 ～ 12 ： 00 

29
30

12月
１  

宮崎クリニック ☎ 43 ・ 4877
9 ： 00 ～ 17 ： 00

２

３ ●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

● HIV ・ 肝炎相談（前日までに要予約 ) 13 ： 20 ～ 15 ： 00 

４
●農事相談　10 ： 00 ～ 11 ： 30　農業委員会

●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●こころの相談（要予約） 13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●3歳児健診（Ｈ28年６月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

５

６ ●健康相談 9 ： 00 ～ 11 ： 00 

７

８  

きむクリニック ☎ 45 ・ 7355
9 ： 00 ～ 17 ： 00

９ ●人権相談 13 ： 00 ～ 16 ： 00 

10 ●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

11
●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●２歳児歯科健診（Ｈ29年５月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

12 ●子育てカウンセリング　13 ： 30 ～ 16 ： 00　子育て学習センター

13 ●栄養相談（前日までに要予約 ) 9 ： 30 ～ 11 ： 30 

●子育て応援隊さろん　13 ： 00 ～ 15 ： 00 

14
●行政書士 ・ 司法書士 ・ 土地家屋調査士無料相談 

　 10 ： 00 ～ 12 ： 00　 市民対話課　☎43 ・ 6818

●献血（市役所）　10 ： 00 ～ 15 ： 30

15  

せの内科クリニック ☎ 56 ・ 5115
9 ： 00 ～ 17 ： 00

　

兵
庫
県
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木
材
を
使
っ
て
、
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内
で
住
宅
を
新
築
、
増
改
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既
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住
宅
長
寿
命
化
、
リ
フ
ォ

ー
ム
す
る
人
に
兵
庫
県
と
金
融

機
関
が
協
力
し
て
融
資
し
ま
す
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●
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（
県
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木
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に
よ
っ
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異
な

る
。
最
大
3
，
2
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0
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円
）

　

 

②
5
0
0
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（
仕
様
に
よ
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な
る
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最
大
9
0
0
万
円
）

●
返
済
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① 
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材
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長
期
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宅
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合
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に
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長
可
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だ
し
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金
融
機
関
に
よ
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取
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扱

い
不
可
の
場
合
あ
り
。）

　

②
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年
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●
融
資
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0
．
8
％
（
25
年
間
固
定
）

　

 

1
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26
年
目
以
降
35

年
目
ま
で
固
定
）
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和
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年
3
月
31
日
ま
で
の

融
資
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に
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●
取
扱
金
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内
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提
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（
34
機
関
）

●
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務
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ＦＡＡ
０
７
８
・
３
６
２
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３
９
５
４

お知らせ

兵
庫
県
産
木
材
利
用
木

造
住
宅
特
別
融
資
制
度

ヘルプマークを見かけたら・・・

・  電車などで、 席をお譲りく

ださい！

・  商業施設などで、 声をかけ

るなどのご配慮を！

・  災害時は、 避難の手助け

を！
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◆表紙の説明◆　今月の表紙は高雄幼稚園の園児、高雄
小学校の児童、PTA、各地区の皆さんが集まって開催さ
れた高雄地区連合運動会の一コマです。秋晴れの青空の
元、子どもからおじいちゃん、おばあちゃんまで、たくさ
んの笑顔がたすきリレーされたあたたかな運動会でした。
PTA 競技では子どもを背負って全力で走るお父さん、お
母さんに大声援が送られていました。　（10/ ５　高雄小）

▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

▪ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは11月25日（月）、
　広報あこうは12月6日（金）の発行予定です。

▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　台風19号により被災され
た皆さまに心よりお見舞申
し上げます。
　私たちが想定している以
上の災害が起こるようにな
り、備えの大切さを痛感す
る日々です。
　今月のフォトニュース
に掲載していますが、市
内の小学校で「公衆電話教
室」が開催されました。 い

の世代は携帯電話の無い学
生時代でしたので、「テレホ
ンカード」と「公衆電話」は
必須アイテムでしたが、時

代は変わり、今どきの子ど
もは公衆電話のかけ方を知
らないとのこと。まず、受
話器を取らずにお金を入れ
るので、返金されてしまい
故障してると勘違いすると
か？！また、緊急通報（110
番・119番・118番 ）は お
金を入れなくてもかけら
れることを知らないとのこ
と。家族でいざという時の
の備えとして「公衆電話の
かけ方」と「場所」の確認を
してみてください！

▪編集後記▪

各コンテンツの視聴に関して 　
　Facebook・YouTube・Aurasma（AR 動画）・マチイロは無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロードおよび視聴にかかる通信料
は自己負担となります。ご利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますのでご注意ください。

広報あこうがスマホで見られます。

https://machiiro.town/lp/hyogo_ako

一口メモ
近年、高齢期においてフレイル予防が注目されています。フレイ

ルとは「加齢とともに心身の活力が低下し、生活機能障害、要介

護状態、死亡などの危険性が高くなった状態」のことです。フレ

イルに陥る原因は食欲低下や活動量の低下など様々ですが、低栄

養も原因のひとつになっています。たんぱく質やカルシウムなど

をしっかり摂りましょう。

作り方
①高野豆腐は軟らかく戻す。

②水気を切って包丁で切り込みを入れ三方１㎝位残し、袋を作る。

③ 玉ねぎ、人参はみじん切りにし、グリンピース・ひき肉を混ぜよ

く練り、塩・砂糖で味をつけ、高野の袋につめる。

④ だし汁に調味料を加えた中で③を煮込む。途中で裏返し３０分く

らい煮て３つ位に切る。

材　料（4人分）

高野豆腐の印籠煮

たんぱく質をアップ

すくすく育て！わが家のホープすくすく育て！わが家のホープ

平成28年11月8日生まれ

木
き の し た

下　紬
つ む ぎ

ちゃん

父・重樹さん　母・麻貴さん

西有年

　高野豆腐・・・・・・ 4個
　合い挽き肉・・・・・ 80ｇ
　玉ねぎ・・・・・・・ 50ｇ
　人参・・・・・・・・ 40ｇ
　冷凍グリーンピース・ 15ｇ

　塩・ ・・・・・ 小さじ1/3
　砂糖・・・大さじ１と1/ ２
　だし汁・・・・ 1.5カップ
　砂糖・・・・・・ 大さじ3
　塩・・・・・・ 小さじ2/3
　しょうゆ・・小さじ1と1/2

▲

（料理協力：赤穂市いずみ会）
* １人分栄養素 *　エネルギー 160kcal  塩分 1.9g

★わが家のホープ　モデルさん募集中★　対象を３歳未満から未就学児に拡大しました！申込み、お問い合わせは市長公室企画

広報課広報担当まで電話またはメールで。☎43・６８７３　ＦＡＸ43・６８２２　メール　Kouhou@city.ako.lg.jp

フレイル予防

高
た か ぎ

木　亮
り ょ う た

太

父・純也さん　母・靜加さん

平成30年８月４日生まれ

ちゃん草
く さ ち

地　莉
り お

央

父・貴幸さん　母・葉子さん

平成27年5月1日生まれ

ちゃん
平成町 加里屋

い


